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　肝細胞癌は治療という観点からも，他癌腫とは異なる特徴を有する．

 1 ．治療選択肢の多様性
　切除，ラジオ波焼灼療法（radiofrequency ablation；RFA）や経皮的マイクロ波
凝固療法（percutaneous microwave coagulation therapy；PMCT），経カテーテ
ル肝動脈化学塞栓術（transcatheter arterial chemo‒embolization；TACE），薬物
療法などの標準療法に加え，肝動注化学療法（hepatic arterial infusion chemo-
therapy；HAIC）や放射線治療，肝移植と，さまざまな治療選択肢がある．

 2 ．背景肝の肝予備能の重要性
　背景肝の肝予備能は，治療選択のみならず生命予後にも大きく影響する．従来，
肝細胞癌の最大の原因であったB型肝炎やC型肝炎は抗ウイルス薬により制御可
能となり，肝予備能の改善，ひいてはウイルス性肝細胞癌の予後改善をもたらし
ている．一方，近年増加しているMASH （metabolic dysfunction‒associated ste-
atohepatitis）由来肝細胞癌においては背景肝の炎症を制御する方法が確立してお
らず，薬物療法，とくに複合免疫療法の治療効果にも悪影響を及ぼしている．

 3 ．多中心性発癌
　多くの肝細胞癌は肝の炎症や線維化を背景として発生する．したがって，肝硬
変のような病態では前癌病変がすでに複数存在しており，同時にあるいは異時性
に多中心性発癌をきたす．多中心性発癌のため，多発癌は必ずしもモノクローナ
ルでなく，また再発癌も初発癌とは異なるクローンの可能性がある．多クローン
であれば，とくに薬物療法では結節ごとに治療効果が異なるなどの現象が認めら
れる．
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　肝細胞癌の特徴から，治療アルゴリズムは複雑にならざるを得ず，治療方針は，
肝臓外科医，肝臓内科医，放射線科医，腫瘍内科医などによる cancer boardによ
り決定することが望ましい．そのような状況で，近年めざましい発展を遂げてい
るのが薬物療法である．2009年に分子標的治療薬であるソラフェニブが登場して
以後，今日に至るまでレゴラフェニブ，レンバチニブ，ラムシルマブ，カボザン
チニブと，多くの一次あるいは二次以降の治療薬としての分子標的治療が登場し
た．2020年にはアテゾリズマブ（PD‒1抗体）＋ベバシズマブ（VEGF抗体）併用療
法，2023年にはデュルバルマブ（PD‒1抗体）＋トレメリムマブ（CTLA‒4抗体）併
用療法がソラフェニブに優越性をもって新たな一次治療レジメンとして承認さ
れ，切除不能進行肝細胞癌の標準治療は今や免疫チェックポイント阻害薬を用い
た複合免疫療法となっている．また，薬物療法の発展に伴い，advanced stageの
みならず intermediate stageでのTACEと薬物療法の併用，あるいは early stage
での術後補助療法としての薬物療法など，多くの治験が行われており，肝細胞癌
の集学的治療を大きく変えつつある．肝細胞癌患者の生命予後のさらなる改善が
期待されるところである．集学的治療の発展は肝切除術の概念も変えつつあり，
borderline resectableという概念が登場している．さらには粒子線治療が保険適
用となり，治療選択肢はより多岐にわたるようになった．治療の選択肢が増える
ことは肝細胞癌患者にとって福音であるが，その一方で，治療法選択の決定木は
複雑となり，混迷を深めている側面もある．
　また，治療により根治が得られても，肝障害を背景とする肝細胞癌は高率に再
発を繰り返すため，肝細胞癌患者の生命予後改善には逐次的な治療が重要であ
る．しかしながら，治療は多かれ少なかれ肝予備能悪化をもたらすことが多く，
根治を目指す一方で，肝予備能を維持することは繰り返し治療を行ううえでもき
わめて重要である．薬物療法の逐次治療も同様である．肝細胞癌治療は，いかに
肝予備能を維持しながら癌を治療するかにかかっている．その複雑な病態と多く
の治療選択肢から，肝細胞癌こそ集学的治療を必要とする疾患であり，また，集
学的治療が有効な癌腫であるといえる．
　このように急速に発展を遂げる肝細胞癌の治療を，各分野の第一人者に概説い
ただいた．肝細胞癌患者にとって最善の治療法選択，また，それによるさらなる
生命予後改善にお役に立てれば本望である．
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